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 制度検討作業部会中間とりまとめを踏まえ、広域機関において、市場運営等に係る詳細検討やシ
ステム仕様等の論点を議論するために設置された「需給調整市場検討小委員会」が開催され、有
識者や関係事業者が参加する形で議論が行われている。また、事業者においても、広域運用を早
期に開始するべく、鋭意検討が進められている。

 本日は議論の状況を報告する。指摘事項を踏まえ、引き続き、広域機関（需給調整市場検討小
委員会）でさらに議論を行うこととする。

本日の議論の概要
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 事業者意見募集の結果をうけて、商品要件の再検討を行い、以下の通り変更した。中間点の設定
等については、引き続き広域機関にて検討をすすめている。

商品区分

2出所：第6回需給調整市場検討小委員会 2018年10月9日より抜粋



（参考）商品区分の変更点について

3出所：第6回需給調整市場検討小委員会 2018年10月9日より抜粋



（参考）商品区分に関する今後の検討課題について

4出所：第6回需給調整市場検討小委員会 2018年10月9日より抜粋
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（参考）変更前スケジュール

出所：第24回制度検討作業部会 2018年7月17日より抜粋
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（参考）二次調整力②、三次調整力①の広域調達開始時期

出所：第6回需給調整市場検討小委員会 2018年10月9日より抜粋



8

（参考）一次調整力、二次調整力①の広域調達開始時期

出所：第7回需給調整市場検討小委員会 2018年11月13日より抜粋



 FIT特例制度①、③を利用している再生可能エネルギーの発電事業者に関しては、一般送配電事
業者が前々日（FIT特例制度③の場合、前日）からの予測誤差に対応する。このような誤差につ
いては、応動時間が長い調整力で対応ができることから、新規参入者による価格低減を期待し、三
次調整力②を商品として設けている。

 そのため、三次②必要量は、全体の誤差量である 「前々日から実需給の誤差」から、一次から三次
①の組合せでしか対応できない「GCから実需給の誤差」を控除して算定する。具体的な算定式は以
下のとおり。
三次②必要量 ＝ 「前々日予測値 ー 実績値」の再エネ予測誤差の3σ相当値※

ー 「GC予測値 ー 実績値」の再エネ予測誤差の3σ相当値※

 なお、2021年度の三次②広域調達開始までにデータを蓄積していくが、統計処理を行うには、デー
タが足りない可能性があり、その場合の扱いについて広域機関において別途検討する。

三次調整力②の必要量の考え方について
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※「3σ相当値」：いわゆる、統計的処理を行った最大値。過去実績相当の誤差（想定出力の下振れ）に対応できるように、過去実績をもとに統計処理した値。
具体的には、99.87パーセンタイル値（全体10000個のデータの場合、小さい方から数えて9987番目の値）を使用。



（参考）三次調整力②が対応する事象

10出所：第7回需給調整市場検討小委員会 2018年11月13日より抜粋



（参考）FIT特例制度における再エネ予測誤差

11出所：第11回再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会 2018年12月26日より抜粋



 第24回TFにて、中給システムの抜本的な改修が必要となる項目について、一般送配電事業者より、
検討状況が報告された。

中給システムの抜本的な改修に関する検討状況

12出所：第24回制度検討作業部会（2018年7月17日）資料より抜粋





（参考）中給システムの仕様差異の現状調査

14出所：第7回需給調整市場検討小委員会 2018年11月13日より抜粋



 現状、中給システムの制御最大数(制御可能な上限値)が存在する。
 新規参入事業者が増加することを考え、当面は先着優先で実施するが、制御最大数の拡大を進め
ていく。中給システムの抜本改修等が必要なエリアについては、中給システムのリプレース等のタイミング
に合わせて検討を進めていくこととした。

検討状況② 中給制御の最大数

15出所：第7回需給調整市場検討小委員会 2018年11月13日より抜粋



 現状の中給システムは、あらかじめ発電機ごとに登録された単価(各1種類)に基づき、運用を行って
いる。

 意見募集において、事業者より単価登録の細分化により安い調整力の活用が見込まれ、調整力コ
スト低減に寄与することから、単価登録の細分化の要望があった。

 ただし、実現には中給システムの改修を伴うため、当面は週間段階で単価を事業者に登録していた
だくこととし、以下に示すイメージの単価登録細分化については鋭意検討を進めていくこととした。

 中給システムへの単価登録の自動化や、時間帯別に異なる単価の調整力の自動制御については、
抜本改修を必要としない改修方法についても、鋭意検討を進めていくこととした。

検討状況③ 単価登録の細分化のイメージ

16出所：第7回需給調整市場検討小委員会 2018年11月13日より抜粋



 現状の中給システムでは、2次曲線(ａｂｃ定数にて２次曲線を表現)から出力に対する燃料費を
認識し、そこから算出された燃料単価カーブに基づいて経済負荷配分を実施している。

 現在、事業者からは発電機の出力帯毎にV1/V2単価を受領するとともに、実運用では、中給システ
ムで演算可能な2次曲線を表すための係数(ａｂｃ定数)を用意している。

 事業者から受領したV1/V2単価により、直接的にメリットオーダー運転を行うには 中給システムの抜
本改修が必要と考えており、実現するための方式について、引き続き検討を進めていくこととした。

検討状況④ V1/V2による直接的な運用

17出所：第7回需給調整市場検討小委員会 2018年11月13日より抜粋



 各エリアの中給システムのリプレース時期を勘案しつつ、シミュレーション等を通じて、中給システムの改
修内容等の検討を引き続き一般送配電事業者において、進めていくこととした。

検討のスケジュール

18出所：第7回需給調整市場検討小委員会 2018年11月13日より抜粋




